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研究成果の概要（和文）：本研究では、社会学、文学、歴史学といった人文学の学際的な共

通基盤の上に、「結社」という研究視点を共有して、フランス、イギリス、インド、アメリ

カ、日本等を主たるフィールドとして研究を行った。また「結社」の概念を幅広く捉えな

がら研究を遂行することにより、「結社」の多様性と、社会における人間の活動を考察する

際の「結社」という枠組みの有効性を把握することができた。歴史的な展開のコンテクス

トを踏まえつつ、地域的な比較の観点にも着目しながら、社会における「結社」の意義を

明らかにした。 
 
研究成果の概要（英文）：The aim of this research project is to shed light on the significance 
of “associations” in society on the interdisciplinary common base of the humanities 
--sociology, literature and history. Our main research fields are France, UK, India, USA 
and Japan. By applying a wider concept of “associations”, we have brought to light the 
diversity of “associations” and the validity of the frame of “associations” for the 
research on human activities in society. Taking into consideration the context of the 
historical development as well as the comparative point of view of localities, we have 
clarified the importance of “associations” in society. 
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１．研究開始当初の背景 
 研究代表者が専門とする社会学の分野に
おいては、「結社」の問題は常に研究関心の
重要な一分野を占めてきた。社会学的な思考
の根本的な背景をなす近代的な「個人」の理

念が生まれる中で、その個人と全体社会とを
つなぐ中間集団の主要な一形態として結社
はとらえられてきた。同時に、「結社」は、
このような古典的な意味合いのみでとらえ
られるばかりでなく、現代社会の諸問題を考
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察するに際して、結社の重要性が認識される。
さらに、歴史学や文学といった分野でも近年、
結社に対する学術的な関心が高まっており、
「結社」を問題関心の軸に据えることによっ
て、社会学的な観点にとどまらず、歴史学や
文学等の他の分野とも共通した基盤の上で
学際的な研究を進めることが可能な状況に
ある。これらが、本研究に取り組むに至った
背景である。 
 
２．研究の目的 
 「結社」という研究視点を共有しつつ、フ
ランス、アメリカ、イギリス、インド、韓国、
日本をフィールドとして、社会学、文学、歴
史学といった人文学の学際的な共通基盤の
上に研究を進める。本研究では「結社」の概
念を幅広く捉え、「結社」の多様性と、社会
における人間の活動を考察する際の「結社」
という枠組みの有効性をまず把握する。その
上で、フィールドとなるそれぞれの社会にお
ける「結社」を具体的に考究する。「結社」
は社会を構成する重要な単位としてもとら
えることができようし、様々なかたちの社会
運動を支える役割を担うこともできようし、
他者性を保持しつつ多様性をもった共存的
な社会の存在を可能にすることもできよう。
こうした研究を通じて、最終的には現代諸社
会における「結社」の意義を、歴史的な展開
のコンテクストを踏まえつつ明らかにする
ことが、本研究の目的である。 
 
３．研究の方法 
 「結社」を学際的、歴史的に考察していく
ために、（１）「結社」に関する理論的な考察、
（２）近現代フランスにおける「結社」の法
的な位置づけの変遷、現代における様々な活
動の諸相、政府等の公的なセクターとの関係
とそこから明らかにされる社会的な役割の
考察、（３）近現代アメリカ社会における「結
社」の展開、現代における実態の分析、（４）
イギリスとインドの連結点としての、
Asiatic Societyの位置づけの探究、（５）人
的結合のモデルケースとしての、南アジアの
イスラーム教徒社会に関する調査・研究、
（６）近世の都市生活に特徴的であったギル
ド・コンフレリ・街区を分析の対象とし、リ
ヨンを主たるフィールドとしながら、これら
がどのように運営され、どのような社会的役
割を担っていたのかに関する考察、（７）日
本の歴史における、結社に関わる諸表象の中
で、当該社会の中で構造的劣位にある人々に
とって「居場所」となるような結社のあり方
について、といった諸課題を設定し、フィー
ルド調査や文献調査を通じてこれらの諸課
題について具体的に明らかにしていった。 
 
 

４．研究成果 
 本研究を通じて、「結社」の多様性ならび
に社会において「結社」の果たす重要な役割
が明らかにされた。「結社」は社会を構成す
る重要な単位としてもとらえることが可能
であるし、様々なかたちの社会運動を支える
役割を担うことも可能であるし、さらに他者
性を保持しつつ多様性をもった共存的な社
会の存在を可能にする手段としてもとらえ
ることができるのである。フランス、アメリ
カ、イギリス、インド、日本といった諸地域
を主たる対象としながら、フィールド調査や
文献調査を通じて行われる本研究を通じて、
歴史的な展開のコンテクストを踏まえつつ、
地域的な比較の観点にも着目しながら、「結
社」の意義を明らかにすることができた。研
究期間全体を通じて、各々の研究成果は国
際・国内学会や、論文、書籍といった形で発
表を行ってきており、さらに２０１２年３月
には、これまで得られた研究成果をもとにし
て、研究成果報告書（104頁）を刊行した。 
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